
























































































































































































































































































































































































計 2５ 1７ ３ ２ 4７（100）
Ｉ位
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指導順序… ① 隊から打ち手と受け手に分かれ、相対する。 近 か
ら受け手がしないを左に移動させ､小手に隙を作る。打ち手は隙 できた小
手をとび込んで打つ。次いで受け手は左に移動させたしないを右に移動さ
せて面に隙を作る。打ち手は隙のできた面をとび込み面打ちの要領 面を
打つ。
指導 面打ちの要 する。担し小手を打ったあとは受
け手が腕を上げて胴に隙をつくるのでその胴を打たせる。
蟻 連錘奨EとJLjsi蕊【土②Gﾐ/とL壌麺gL6h壬1.U2j2LJご」唾ｺﾐ足41;LJJeまし
･第 限の 習をさせる
． ．９時限 習をさせる
ねらい 審判法と試合を十分経験させる。
学習内容 展開時間 学習活動と指導
(1)準備運動
着面
基本打突
(3)打ち込朶の復習
(4)試合
(作法）
(審判法）
(5)整理運動
０
５
３
１
３
２
．上下す振り 斜めす振りを行う。
･基本打突から続いて打ち込染練習を行わせる。その 、打突動作をとくに
充実した気勢で行うように注意する。
･ 習と時と同じ要領で行い、相中段に構えて審判の「始め」
の で正確に行う。
･有効打突の判定を正確に行わせる。
主審は競技者が約束部位をしないの約束部位で打ったと判断したならば、
右（左）手を挙げて打った部位を言って に勝ちを 示するようにさ
させる。
･道場の広さに応じてグループを作り、それぞれのグループで円陣を作って
互 審判員となって一本又は三本勝負の を行わせる。
ねらい テストを行う 。
学習内容 展開時間 学習活動と指導
(1)準備運動
上下す振り
(2)面、小手、胴打ち
のテスト
(3)整理運動
５
妃
２
．十分準備運動を行う。
指導順序……①二人一組で向い合わせる。②打ち手と受け手にわける。
③打ち手は面、小手、胴打ちをそれぞれ３回打ち込む。④受け手は打ち込
み練習の要領で各打突部位を打たせる。
※評価の基準は気剣体一致した打突の優劣で判定とする。
第２２号昭和６１年128金沢大学教育学部教科教育研究
の－部は体育科教育第33巻（大修館，1985）に
発表した。
Ⅳ指導計画と指導案
１指導計画
ＬＬⅢで示した考え方をもとに表９，１
０，１１に中学１，２，３年生を対象に精選した学
習内容の指導計画を示した。
中学１年生段階では表９に示した内容を大旨
できることを目標にして行う。２年生段階に入
り（表10）１年の内容を反復精練させながら
１，２年の内容を正確にできるようにさせる。
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３年生段階(表11)では２，３年の内容を反復精練
させるとともに試合や互格練習が巧承にできる
ようにさせる。加えて試合運営や審判をスムー
ズに行えるようにする。
２指導案・
中学１年生の指導計画（表９）をもとにして
15時限分の指導案をNbL1～Nq9に示した。
骨子としては早期から限られた技（基本打
突，引き技，連続技）を用いて互格練習や試合
ができるように配慮した。２，３年生の指導案
はここでは提示しないが，指導計画（表１０，１
１）をもとに１年生と同じように作成されたい。
尚１，２年生では大旨10回目，３年生では７
回目当りに進歩の度合いを知らせるためにＶＴ
Ｒなどを利用することも考えられたい。
－結論一
中学生段階における正課剣道指導では正しい
剣道，すなわち「剣道らしい動作で攻防動作が
できる」（その場で叩き合い，なぐり合いとな
らない）ように指導しなければならない。その
ためには準備局面として述べた内容，並びに主
局面として述べた①しかけて相手を打つ。②相
手の打突をｶﾕわすを中心に反復学習させること
が極めて重要である。学年が進むにつれて③相
手の打突をかわして打つ技術を学習させるが，
本稿で述べた技術にとどめて，できる限り低学
年で指導した内容を反復学習させることが能率
的，効果的であり，かつ重要である。
尚，本論文中における中学生１年生の指導案
１５）
lま三橋や恵士，村瀬が著した「剣道」を参考
にし，恵士が改訂したものである。また本論文
